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交通安全協会は地域の交通事故防止に大きな貢をしています
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4月10日0拘

交通事故死ゼロを目指す日

4月15日(月)

交通安全にみんなで参加する日

及ぴ交通マナーアップ強化日
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令和6年4月6日(土)~4月15日嶋)

こどもが安全に通行できる道路交通環境の確保と安全な横断方法の実践
歩行者優先意識の徹底と「思いやり・ゆずり合い」運転の励行
自転車・電動キックボード等利用時のへルメット着用と交通ルールの遵守

令和5年中の交"事故について
令和5年中の鳥取県下の交通事故は、平成17年以降18年連続で減少していた
発生件数及ぴ負傷者数とも増加に転じ、また、死亡事故件数は前年と比べて1件
の増加、死者数は14人と前年と同数でした。この内、高齢者の死者数は9人と前
年の6人から3人増加しており、死者数全体に占める年齢別構成率は、高齢者が
643%と最多となっています。
今後とも、鳥取県支え愛交通安全条例に基づき、こどもや高齢者等への思いや
り運転の推進など、交通ルールの遵守と交通マーナアップ強化を図るために総合
的な交通事故防止対策を推進していくことが重要となっています。
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鳥取県交通安全スローガン ゆとり持つ時問に気持ちに車間距離
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N0349 交通とっとり

交通安全功労者等の全国表彰 t蜘,゛金釦鯉緒
令和6年1月17日0扮文京シビックホール大ホールで、秋篠宮皇嗣同妃両
殿下がご臨席の下、第64回交通安全国民運動中央大会が開催されました。
大会では、察庁長官と一般財団法人全日本交通安全協会長が、連名で
交通安全功労者等を表彰する緑十字金

・銀等の贈呈式が行われました。

栄えある全国表彰を受けられた鳥取

県内の受者及び受団体は、次の
方々です。

長年のご努力に対し敬意を表し、心か
らお慶びを申し上げます。

^交通安全運動スケジユール
春の全国交通安全運動 4月6日(土)~ 4月15日(月)

の交通安全県民運動 7月8日(月)~ 7月17日0村

秋の全国交通安全運動 9月21日(土)~ 9月30日(月)

年末の交通安全県民運動 12月9日(月)~12月18日(水)

●交通栄「緑十字銀」交通安全功労者
●交通栄誉「緑十字銀章」良安全運転管理者
●交通栄誉「緑十字銀」良運転者
●交通栄誉「緑十字銀」良運転者 原

団体等交安

●交通安全優良団体 米子地区協会福米東支部

●交通安全良学校 米子市立福生西小学校

●交通安全優良業所 宝製菓株式会社

●優良交通安全協会 .取地区協会岩支部

●良安全運転管理者協議会米子地区安全運転行理者協

子詑の命をヲ多のチャイ4ξとート

交通安全活動支援
兼災害救援三販機
設置していただきました

令和6年4月1日発行

こ入学おめでとうこざいます

＼新小学1年生に/

まるピョンの'
交通全下敷き
をお配りしています。

災害救援自とは?

災害時も災害が起きていない時も役に立つ自販機です。

西田登喜男

牧田明

宇佐見明

田初惠

博

(2)

会社の備蓄を人数分で分
けるとすぐになくなってし
まう。

4

宅.'f

当協会では、毎年、県内の新入学児童に対
して交通安全の大切さを理解してもらうた
め、交通安全啓発グッズを贈呈しています。

今年は、当協会マスコットキャラクター「ま
もるピョンの交通安全下敷き」を贈呈します。

N0349

災害救援自機導入のメリットは4つ!

@停電になっても、非常用電源で稼働し無償で飲み物を取り出せる!

@最大500本!場所を取らずに様々な飲料を備蓄できる

@いつもは普通の自販機。賞昧期限や在庫の管理が不要!
.

昔
●停電時の電気供給源にもなる!

田

蓄をいておくための
場所が必要。社員が多い
と場所の確保力雙しい。

いつもは普通の自販機!さらに、売上の一部を交通安全活動に寄付!
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ιeゞゞb '

贈呈式の様子

価,

申込先

設置事業主さまを募集しています。

貿

ルXツトで
剖1る命力物る
゛

/Z-、'

令和5年3月ノ願町立ノ陳小学校

(一財)鳥取県交通安全協会県事務局

TEL 0857-24-2110 e・mailinfo@tottori・ankyo.jp

交通とっとり

^

今日もまたあなたの無事故待つ家族全国スローガン最優秀作品(運転者部門)

御6年4"21ヨ(印御6年10"2フョ(印

【女性】全ての方 参加回数2回以下の方・運転
1男性】運転経験の浅い 経験の浅い初参加者が主対
初参加者 及ぴりターンライダー

※ーユーザーで各自の車両を持ち込める方

定各日20名時問 9:00受付開始

鳥取県自動車運転免ヨ午、会
東伯郡湯梨浜町大字上浅津216番地

1,000円参加料
(昼食代及ぴ保険代に充当します)
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令和6年4月1日発行

1=

なが

法律反

^

info@t0壮ori・ankyo.jp

(3)

^交通全ポスター・交通安全作文入賞者

,

「令和5年度交通安全ボスター・作文コンクール」1こ多数のこ応募をいただきありがとうこざいました。

厳正な審査の結果、各部門の入は次のとおりです。入者の皆様、おめでとうこざいます。

入作品は、令和6年度の交通安全広報活動等に活用させていただきます。

申込書の
ダウンロードは
こちらから

^

ボスター

最優秀賞鳥取市立面影小学校1年高橋沙奈

1,,"米子市立彦名小学校4年紺本心玲

鳥取市立稲葉山小学校6年松田瑚白
優秀賞
米子市立彦名小学校5年田原颯榮

米子市立彦名小学校3年布野湊人
米子市立福生東小学校2年石橋怜奈

.

^

作文

文最優秀品

^^

最優秀賞鳥取市立富桑小学校6年岸田莉衣咲

優秀賞鳥取市立美保南小学校6年藤原永茉

鳥取市立美保南小学校6年谷口莉子
鳥取市立美保南小学校6年下根正太郎

.

身につけよう交通ルールとへルメット全国スローガン最優秀作品(歩行者・自転車部門)

是優秀賞

取県'本部
交通部畏賞

.^^

炎学校名学年は入時のもの

鳥取市立中ノ郷中学校3年宮本ミナミ咲良

鳥取市立湖東中学校3年笹岡海友

鳥取市立中ノ郷中学校3年仲濱有平

鳥取市立湖東中学校2年西口美
優秀賞

鳥取市立湖東中学校3年河野栞奈

鳥取市立湖東中学校2年本城恵那

.

.

令和交通安全ポスター入者には
6年作文コンクール図書1ード
参加者集参加あり主

最優秀賞

優秀賞

鳥取大学附属中学校2年堂本創史
鳥取大学附属中学校3年清水優花

倉吉市立西中学校1年永川嬉來
類1闇翻箕蚊屋中学校1年田中ひまり

鳥取大学附属中学校2年

鳥取市立鹿野学園8年
鳥取市立鹿野学園8年

楽詳しし 法は6月頃のホームページをこ確認ください。
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NO.349 交通とっとり

交通安全協会活動

鳥取

島抵

交通安全パレード参加

郡家

年末の運動(道の駅気楽里)

米子

八頭中学校で自転車指

とっとり地酒大使による飲酒運転根絶広報

^

で性戸i加入しましょう!
点峡蛙璃

0航■窒全塾個士■●

令和6年4月1日発行

智頭

園児から、「事故にきをつけて」

回'」回

.0
回'

点検・整備するだけで加入できる自転車向け保険

TSマークとは/TSマークは、「自転車安全運転整

備店」で点検・整備を受けると貼付され、自転車保

険が付帯されます。補償対象は貼付された自転車

なので、どなたが乗車されても適用されます。

◎TSマーク付帯保険の補内容

TSマーク赤色TSマーク

一律5万円一律10万円
害補

一律50万円→車100万円

限度額1円
ーピス付き

境港
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土師支部・那岐支部合同広報

琴浦大山

市役所前広報検問

詳細はこちら

入院15日以上

死亡・重度障害
0~4級)
死亡・害

任(すぺての人身事故)
死亡・重度後障害
0~7樹続き

補

自転車シミユレータ体験

日野川

加入手続き

有効期問ノ対急

限度額1億円

賠償任補償_律10万円
自転車整備店

1年問ノTSマークの貼付された自転車

自転車安全利用啓発

イメージキャラクター

海波アオイ

詳しくはこちら

(公財)日本交通管理技術協会

交通安全協会こ加入のお願い
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交通安全協会では、皆様の協力費を財源として、交通事故を防止するさ

まざまな活動を行っています。皆様のこ理解とこ協力を賜りますよう

よろしくお願いします。
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貞換蛙口躋
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明地峠広報力ーブが多し吻でスピード落として安全運転

各交通安全参加による

識の高揚

「アT7^「「1
を.Z口.ロ"00

入会方法

協力費として年問500円をいただいております。

※次回免許証の更新までの会費を一括しておさ

めていただきます。
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良運転者表彰制度

会員特典

協店て各特典■」弓"

何店かの割引サーピスであつと

いう問に500円以上のお得な 、ノ

^
サーピスが受けられます。

主な事業＼このような活に活かされています/
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全国スローガン最優秀作品にども部門)
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チャイルドシートや

交通安全DVDの無料出

各地区協会

転免許センターても

随時受付中"
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わたるまえわすれずかくにんみぎひだり
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子ども・高齢者の交通安

◆

.

故・無違反コンクール

交通安全教室開催

広報誌発行
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